
                 学校番号（中１６）豊橋市立（北部中）学校 

令和３年度 学校評価報告書（自己評価書・学校関係者評価書） 
  令和４年２月１０日作成              

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価：自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 

中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 

自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて） 

魅
力
あ
る
教
育
活
動
に
努
め
、
生
徒
の

自
ら
学
ぶ
意
欲
と
主
体
的
な
態
度
を

育
て
る
。 

授業改善 

 

わかりやすい授業、「自ら調

べ、進んで他と関わり、学びを

深める」授業づくりに努める。 

A 

A 

・感染症対策で活動が制限さ

れているが、生徒は元気に活

動できている。 

・ICT機器の活用について、

各教科で工夫した組みが行

われている。その取り組みの

達成感は生徒、職員ともに昨

年に続き高く、保護者にも

徐々に伝わっている。 

A 

・学校も生徒もタブ

レットを有効に活用

しようとしていること

は保護者へは伝わ

っている。 

・授業を大切にし

ているようだった。

また、オンライン授

業を拝見でき、よ

かった。 

・わかりやすい授業と個に

応じた学習指導を考える研

修会を実施する。また、主

体的・対話的で深い学びを

意識した授業の実践を推

進していく。 

★ＩＣＴ機器の活用状況を

保護者が確認できるような

取り組みを行っていく。学

校公開日を利用する。 

ギガスクール構想の実現を目

ざし、学習用端末を有効活用

する。 

B 

諸
活
動
を
通
し
て
、
思
い

や
り
の
心
、
自
ら
を
律
す

る
心
、
感
謝
す
る
心
、
挑

戦
す
る
心
を
育
て
る
。 

人間関係

づくり 

豊かな体験活動の充実を生

かした心に響く道徳教育の推

進を図り、さまざまな道徳的価

値観に気づき、考えを深める。 

B B 

・外部講師による「命の授業」

は、思いやりの心や感謝する

心について深く考えることが

できた。継続していきたい。 

・道徳についても、内容などを

工夫し、さまざまな道徳的価

値観を考えることができた。 

B 

・命の授業などのよ

うな取り組みは重

要であり、今後も継

続してほしい。 

・挨拶やお礼を言

うなど基本的なこと

を大切にしたい。 

・講師を招聘した道徳の授

業研究会を行い、本校の目

ざす道徳教育の充実させ

ていく。 

★内容や方法はその時の

実態にあわせ、外部講師に

よる出前講座は継続する。 

生
徒
一
人
一
人
の
持
ち
味
を
生
か
し
、
自
ら
を
高
め
る

と
と
も
に
社
会
（集
団
）に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
意
欲
と

態
度
を
育
成
す
る
。 

生徒活動

の活性化 

生徒がすすんで取り組む活

動を奨励し、取り組みの姿勢

や成果から形成的に個の成長

を認め、達成感と自己有用感

を育てる。 

A 

A 

・学校では、係活動、委員会

活動が積極的に行われてい

る。また、本年度はボランティ

ア活動を募集し、校内で活動

をしてきた。これらの活動を学

年通信などで保護者にもしっ

かりと紹介できた。 

・感染症対策をしたうえでの活

動については、保護者や生徒

にも理解していただいている。 

・スクールカウンセラーによる

活動により、定期的に話を聞

いてもらうことができ、安心で

きている生徒も多い。 

A 

・ボランティア活動

への取り組みはし

っかりとできている

ので、コロナが落ち

着いたら校外活動

もやってほしい。 

・感染症対策をし

たうえで、できるこ

とを精いっぱい楽

しんでいる。先生と

生徒のアイデアに

は本当に感心する

ことが多い。 

・生徒の困ったこと、いじ

め、問題行動にすばやく対

応するために、情報交換や

アンテナを高くしていく。 

・生徒ががんばれば、がん

ばるほど努力を認めてくれ

るような雰囲気づくり、体制

づくりをしていく。 

・ＳＮＳによる嫌がらせが複

雑化している。その仕組み

について研修会をもつ。 

★弱い立場や自分から苦し

みを発信できない生徒に対

するフォローをしていく。 

積極的・計画的な生活サポ

ートを推進し、迅速な対応、組

織的なサポートに努める。 
B 

感染症予防対策の徹底、体

を鍛える組織的な教育活動を

実践する。 

A 

教
育
諸
条
件
の
整
備
と
改
善
を
図

り
、
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
。 

多忙化解

消に関わ

る業務改

善 

行事・諸活動・会議の見直し

や精選を行い、よりよい教育活

動を目ざす。 
B 

B 

・各行事は、昨年度と一昨年

度を比べながら、計画、実行

をすることができた。その結

果、多少なりともの担当者の

負担を軽減することができた。 

・在校時間月 80時間超の減

少、45時間以内増（昨年比）

から意識の高まり、業務改善

が進んでいる。 

B 

・多忙化の問題は

理解できるので、

生徒のために、一

緒にいる時間をつ

くってほしい。 

・部活動ができな

い時期が長いよう

であることは辛い

生徒も多いはず。 

・コロナウイルス感染症対策

を中心に行事などの計画を

すすめる。そのために、何

度も計画を変更することの

ないようにしておきたい。 

★令和４年度より部活動指

導体制が変更されることを

きっかけに、部活動の指導

内容の充実を図る。 

事務作業の効率化、情報の

共有化を高められる体制づくり

を進める。 

B 

教
職
員
相
互
の
信
頼
と
協
力
体
制
を

基
盤
と
し
、
創
意
と
活
力
に
満
ち
た
学

校
教
育
の
創
造
に
努
め
る
。 

教師の力

量向上と

連携・協

力 

現職研修を計画的に進め、

職員としての専門性を高める。 
A 

B 

・生徒や職員は与えられたタ

ブレットを活用し、家庭でオン

ライン授業を受けることができ

るようになった。また、家庭の

Wi-Fi環境が 99％整っている

ことも助かっている。 

・職員の持ち味をいかした教

育活動の展開を目ざしている

ことは概ね保護者や生徒には

伝わっているように思われる。 

B 

・全てオンライン授

業では困る。先生

の持ち味をいかす

ことができるのは対

面授業である。 

・コロナ禍で生徒の

学ぶ場が減ってい

ると聞いた。きちん

と教えるべきことは

教えてほしい。 

・タブレットの有効活用をよ

りいっそう進めていけるよう

な研修の場や情報交換の

場を設ける。また、各教科

において、GIGA スクール

構想の実現に向けた授業

研究会を行う。 

★授業において、地域の人

材などにオンラインで遠隔

参加してもらう。 

職員の持ち味を生かし、連

携・協力体制を強めた組織的

な教育活動を展開する。 

B 

保
護
者
や
地
域
と
の
協
力
体
制
を

築
き
、
協
働
し
て
生
徒
の
健
全
で
前

向
き
な
生
活
を
支
援
す
る
。 

保護者・

地域との

協力体制

強化 

保護者や地域との情報交

換、協力体制構築に努め、安

心で機能的な学校づくりを進

める。 

A 

A 

・定期的な学年学級通信で学

校の様子を伝えたり、依頼事

項などを載せたりできた。 

・本年度も地域と協力して活

動する場面は少なかった。し

かし、徐々に対策を講じて実

施できることが増えていった。 

・HPによる学校紹介を保護者

地域に知ってもらいたい。 

A 

・北部中の HPによ

る情報発信はしっ

かりとできている。

QR コードを校区に

広めたらどうか。 

・資源回収を通し

て、地域、生徒、学

校などの交流がで

きている。 

・HPの内容を充実させる。

そのために、扱う内容、紹

介の仕方、担当者などを考

えていく。 

・校区内のボランティア活動

について、できるようなこと

から考えていきたい。 

★感染症対策を行った学

校公開日の設定を目ざす。 

HP、学級学年通信を積極的

に活用し、生徒の活動などの

情報発信に努めている。 

B 


